
ニ
O
O
六
年
度
後
期
j
ニ
O
O
七
年
度
前
期

真
宗
学
専
攻

。
真
宗
研
究
会

〈
修
士
論
文
中
開
発
表
〉

{
矢
田
了
章
ゼ
ミ
}

日
程

二
O
O
六
年
十
月
十
一
日
(
水
)

-
真
宗
の
信
心

-
親
驚
に
お
け
る
菩
華
道

-
三
顧
転
入

日
程

二
O
O
六
年
十
月
二
十
五

5

(
水
)
於

-
覚
醒
の
基
礎
的
研
究

-
真
宗
に
お
け
る
揮
土
の
意
義

-
真
宗
神
祇
観
の
考
察

【
武
田
龍
糧
ゼ
ミ
】

日
孝呈

二
O
O
六
年
十
月
二
十
六
日
(
木
)
於

文
学
研
究
科
院
生
の
研
究
活
動

決

本
学
清
和
館
三
階
大
ホ

i
ル

大
草
証
子

(
M
2
)

佐
々
木
真
章

(
M
2
)

患
部
浩
紀

(
M
2
)

本
学
一
清
和
館
三
階
大
ホ

l
ル

上
杉
泰
成

(
M
2
)

那
須
智
推

(
M
2
)

楠
原
純
悠

(
M
3
)

本
学
請
和
館
三
指
大
ホ
ー
ル

-
二
種
法
身
の
「
関
様
性
」
と
行
者
の
「
観
点
L

の
開
題
l

「
空
間
的
不

定
L

か
ら
「
待
問
的
限
定
L

へi

-
三
顧
転
入
の
一
考
察

葉

報

浮
島
範
道

(
M
2
)

江
波
信
証

(
M
2
)

-
親
驚
に
お
け
る
罪
悪
の
研
究

鴻
嶺
善
隆

(
M
2
)

-
念
仏
の
形
而
上
学
的
研
究
|
法
祭
浄
土
教
を
中
心
と
し
て

l

小
西
善
意

(
M
2
)

-
女
入
住
生
の
研
究

-
未
定

【
大
田
利
生
ゼ
ミ
}

日
手呈

二
O
O
六
年
十
月
十
七
日
(
火
)

-
親
驚
の
本
尊
論

-
真
宗
に
お
け
る
救
い

-
親
驚
聖
人
の
菩
提
心
論

-
『
論
註
』
に
お
け
る
浬
繋
論
の
研
究

日
程

二
O
O
六
年
十
月
二
十
四
日
(
火
)
於

-
浄
土
真
宗
に
お
け
る
利
他
i

還
桓
回
向
を
視
座
と
し
て
i龍

美
潤
史

(
M
2
)

-
『
方
復
北
身
土
文
類
」
の
意
義
に
つ
い
て

.
正
定
豪

-
親
驚
の
生
命
観

永
田
鹿
子

(
M
2
)

尾
野
義
顕

(
M
3
)

於

本
学
清
和
館
三
措
大
ホ

i
ル

井
村
智
仁

(
M
2
)

恵
美
徹
生

(
M
2
)

桑
原
昭
信

(
M
2
)

田
中
無
量

(
M
2
)

本
学
清
和
館
三
階
大
ホ

i
ル

野
村
淳
爾

(
M
2
)

霊
山
長
子

(
M
2
)

香
川
公
潟

(
M
3
)

一
七
七



【
林
智
康
ゼ
ミ
】

二
0
0
六
年
十
日
月
十
七
日
(
火
)

於

本
学
清
和
舘
三
階
大
ホ

i
ル

日
程・
親
鷺
聖
人
に
お
け
る
末
法
思
懇
の
研
究

・
覚
如
思
想
の
形
成
と
展
開
i

『
口
伝
紗
』
を
中
心
に
i 本
郷
淳
乗

(
M
2
)

三
明
大
慶
(
立

2
)

り
往
還
二
廻
向
の
思
想
を
た
ず
ね
る
i

-
在
相
廻
向
・
還
相
廻
向
に
つ
い
て
の
考
察
|
唯
物
論
的
弁
証
法
の
立
場
よ

本
田
昌
士
山

(
M
2
)

ヨ
程

二
O
O
六
年
十
丹
二
十
四
日
(
火
)
於

-
親
驚
に
お
け
る
「
大
行
・
大
信
」
に
つ
い
て
本
学
清
和
館
三
階
大
ホ

i
ル

平
井
幸
太
郎

(
M
2
)

-
浄
土
真
宗
に
お
け
る
物
語
的
次
元
に
つ
い
て
i

叢
林
集
を
中
心
に
;

北
斗

(
M
2
)

{
内
藤
知
康
ゼ
ミ
】

E 
程

二
O
O
六
年
十
月
十
六
日
(
月
)

-
三
業
惑
乱
の
研
究

'
二
種
深
信
の
建
立

日
程

二
O
O
六
年
十
月
二
十
三

E
(
月
)
於

ー
三
心
一
心
を
中
心
と
し
て

i

島
田
寛
了

(
M
2
)

-
親
驚
に
お
け
る
信
の
謂
究

-
浄
土
真
宗
に
お
け
る
平
和

{
川
添
泰
信
ゼ
ミ
】

日
程

二
O
O
六
年
十
月
十
七
日
(
火
)

-
浄
土
真
宗
に
お
け
る
伝
道
に
つ
い
て
の
一
考
察

キ車

主守

本
学
請
和
舘
三
指
大
ホ

i
ル

赤
星
恵
招

(
M
2
)

江
波
正
朗

(
M
2
)

本
学
清
和
館
三
階
大
ホ

i
ル

不
二
見
悦
郎

(
M
2
)

於

本
学
清
和
結
三
階
大
ホ

i
ル

岩
田

拡
昭

(
M
2
)

日
程 -
浄
土
真
宗
の
救
い
の
構
造

二
O
O
六
年
十
月
二
十
四
自

(
火
)
於

一
七
八

田
丸
道
仁

(
M
2
)

本
学
清
和
舘
三
階
大
ホ
l
ル

-
浄
土
教
に
お
け
る
行
観
の
展
開
i

法
然
・
親
驚
を
中
心
に
i

福
田
依
正

(
M
2
)

-
親
驚
に
お
け
る
真
宗
教
義
の
社
会
的
展
開
の
考
察

〈
例
会
〉

5 
程

二
O
O
七
年
七
月
六
日

(
金
)

講
師

内
藤

知
康
(
本
学
教
喪
)

演
題

親
驚
の
往
生
思
想

講
師

信
哉
(
大
谷
大
学
教
授
)

安
富

j寅
題

願
生
浄
土

。
現
氏
教
学
研
究
会

〈
定
例
学
習
会
〉

各
週
曜
日
不
定

。
学
会
発
表

午
後
六
時
ょ
っ

於

真
宗
学
第
二
合
同
研
究
室

松
永
徳
成

(
M
2
)

於

本
学
一
清
和
館
三
階
大
ホ

i
ル

「
い
の
ち
の
教
青
L

の
た
め
の
教
材
作
成
に
関
す
る
研
究
会

テ
!
?

研
究
成
果
は
『
真
宗
研
究
会
紀
要
』
三
十
九
号
に
掲
載
し
て
い
る
。

日
程
〈
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
第
六

O
回
大
会
〉

(
火
)

二
O
O
六
年
十
一
丹
二
十
一
日

於

本
学
清
和
舘
三
措
大
ホ

i
ル



-
吾
覚
上
人
に
お
け
る
思
顕
義

赤
井
智
頭

(
D
2
)

-
尊
号
真
像
銘
文
の
選
述
に
つ
い
て

松
月
英
淳

(
D
3
)

-
三
業
惑
乱
期
に
お
け
る
興
正
寺
関
額
資
料
の
研
究
|
大
麟
師
『
真
宗
安
心

正
鵠
篇
』
を
中
心
と
し
て
i

北
山
今
大
至

(
D
3
)

〈
E
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
五
十
八
回
学
術
大
会
〉

E 
手呈

四
国
大
学

二
O
O
七
年
九
月
四
日

(
本
)

於

(
火
)

-
五
自

-
『
安
楽
集
』
に
お
け
る
浄
土
理
解
の
一
考
察

入
井
公
昭

(
D
3
)

-
酉
吟
教
学
に
お
け
る
真
如
理
解
に
つ
い
て

・
真
宗
一
念
覚
不
論
に
お
け
る
「
覚
知
L

の
語
義
の
検
討
藤
田
真
証

(
D
3
)

間
林
使
希

(
D
2
)

仏
教
学
専
攻

〈
修
士
論
文
中
開
発
表
V

日
程

平
成
十
八
年
十
月
二
十
五
日

(
本
)

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
会
口
東
豊
二

O
回
教
室

-
八
千
頭
殻
若
経
第
一
章
の
研
究

青
島
円
美

(
M
2
)

-
イ
ン
ド
出
家
者
の
食
生
活

井
上
綾
瀬

(
M
2
)

-
止
観
の
研
究

K
.
プ
ラ
ポ
ン
サ
ッ
ク

(
M
2
)

-
プ
ド
ガ
ラ
説
の
研
究

i
r
E
E
S
2
c
を
中
心
と
し
て

i呈主
)11 

悠

(
M
2
)

-
中
有
の
研
究

純
真

(
M
2
)

費

葉

季民

-
ス
ワ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
上
座
仏
教
の
特
色

黒
川
宣
行

(
M
3
)

E 
手呈

平
成
十
八
年
十
月
二
十
六
日
(
木
)

-
信
頼
上
人
臭
遍
の
教
学
研
究

古
同
部
持
大
道

(
M
2
)

-
『
安
楽
集
』
に
お
け
る
弥
陀
仏
身
論
の
一
考
察

高
橋
和
法

(
M
2
)

-
宗
密
に
お
け
る
『
大
乗
起
信
論
』
観

き詰

行
信

(
M
2
)

-
日
蓮
に
お
け
る
戒
壇
思
想
の
研
究

日
韓
信
詮

(
M
2
)

-
『
孟
蘭
盆
経
』
に
つ
い
て

上
久
保
擁
子

(
M
3
)

-
日
連
の
母
と
そ
の
救
済
に
つ
い
て

筑
後
誠
邦

(
M
2
)

-
律
蔵
に
お
け
る
出
家

塚
本
丈
智

(
M
3
)

〈
一
平
成
十
八
年
度
龍
谷
仏
教
学
会
学
衛
研
究
発
表
会
〉

日
程

平
成
十
九
年
一
丹
二
十
五
百

(
木
)

語
呑
大
学
大
宮
学
舎
酉
豊
二
橋
大
会
議
室

於

・
不
可
思
議
撰
『
大
毘
童
遮
那
経
供
養
次
第
法
疏
』
の
基
礎
的
考
察

亀
山
隆
彦

(
D
1
)

-
『
摩
語
止
観
』
に
お
け
る
遠
方
便
と
近
方
便
の
関
係

村
上
明
也

(
D
I
)

金
沢

-
『
中
論
』
第
二
十
七
章
の
構
成
に
つ
い
て

豊

(
D
2
)

-
阿
関
仏
菌
へ
の
往
生

金
子
大
輔

(
D
2
)

-
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
社
会
の
民
主
化

榎
木
美
樹
(
研
究
生
)

-
h
h
a
p
A
V
Q
h
N高
s
h
N
足
立
言
ミ
討
に
お
け
る
過
去
弘
成
道
記
事
の
問
題
点

天
野

信
(
研
究
生
)

一
七
九



-
壌
池
信
証
の
仏
身
観

-
中
世
華
厳
教
学
に
お
け
る
浄
土
義
解
釈

-
安
慧
釈
を
中
心
と
す
る
「
識
転
変
」
に
つ
い
て

〈二

0
0
七
年
度
卒
業
論
文
の
書
き
方
説
明
会
〉

E 
程

平
成
十
九
年
六
月
二
十
六
日

(
火
)
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
東
豊
一

O
一
教
室

豊

(
D
3
)

於

-
卒
業
論
文
を
ど
う
書
く
か

-
資
料
収
集
と
保
存
方
法

・
卒
論
執
筆
に
関
す
る
注
意
事
項

〈
日
本
印
度
学
仏
教
学
会

第
五
十
八
回
学
術
大
会
V

吾
程

於

平
成
十
九
年
九
月
四
日

(
火
)

-
出
}
戸
(
)
〕
出
回
同
日
可
何
回
と
州
内
宮
位
込
町
凶
H
M
H
U
1
h
凶

-
『
大
日
経
疏
』
に
お
け
る
浅
略
釈
・
深
秘
釈
に
つ
い
て

-
『
阿
関
仏
国
経
』
に
お
け
る
菩
謹
道
の
意
義

大
谷
欣
諮
(
研
究
生
)

野
呂

靖
(
研
究
生
)

高
詞
善
章
(
研
究
生
)

_6、、"
.lli.. 

沢

鍵
和
田
聖
子

(
D
2
)

討
上
明
色

(
D
2
)

四
国
大
学

井
上
競
瀬

(
D
I
)

亀
山
隆
彦

(
D
2
)

金
子
大
輔

(
D
3
)

-
『
倶
舎
論
』
以
前
の
ア
ピ
ダ
ル
マ
論
書
に
お
げ
る
「
色
合
口
問
)
何
回
)
L

解
釈

松
島
央
龍
(
研
究
生
)

点
か
ら
の
考
察
!

-
『
釈
迩
如
来
行
跡
頚
L

に
見
ら
れ
る
釈
迦
如
来
一
代
記
i

天
台
教
学
の
視

昭
映
(
醗
究
生
)

宇ト

日
程

一
八

O

平
成
十
九
年
九
月
五
日

於

(
水
)

四
国
大
学

-
『
摩
詔
止
観
』

の
六
却
大
乗
説
に
対
す
る
媛
義

村
上
明
也

(
D
2
)

-
『
中
論
頚
』
に
お
け
る
身
主

ー
第
二
十
七
章
を
中
心
に

i

金
沢

豊

(
D
3
)

-
信
証
撰
『
大
毘
量
逮
那
経
住
心
鈴
』
に
於
け
る
教
主
義

i
安
然
教
学
の
受

容
と
そ
の
因
由
|

大
谷
欣
持
(
研
究
生
)

-
南
岳
慧
思
の
如
来
議
思
想
の
考
察

鶴
田
大
活
(
研
究
生
)

哲
学
専
攻

〈
龍
谷
学
会
・
龍
谷
哲
学
会
主
催
学
栴
講
演
会
〉

日
程

二
O
O
六
年
十
二
月
八
日

(
金
)

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
請
和
館

3
F
ホ
i
ん

講
題

「
中
世
に
お
け
る
信
仰
と
理
性

i
カ
ン
タ
ベ
ワ
!
の
ア
ン
セ
ル
ム
ス

に
お
け
る
神
理
解

l
L

講
師

ク
ラ
ウ
ス
・
リ

i
ゼ
ン
フ
!
パ
;
氏

上
智
大
学
文
学
部
哲
学
科
教
授

〈
龍
谷
学
会
・
龍
谷
哲
学
会
主
擢
学
術
講
演
会
〉

日
程

二
0
0
七
年
七
月
六
日

(
金
)

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館

3
F
ホ
i
ル

講
題

「
イ
ム
ラ

i
ム

i
教
え
、
一
艶
史
と
社
会
、
人
々
の
生
活

i
L

講
師

塩
尻
和
子
氏

筑
波
大
学
北
ア
フ
リ
カ
研
究
セ
ン
タ
ー
長



筑
波
大
学
大
学
混
入
文
社
会
科
学
講
究
科
教
授

教
育
学
専
攻

〈二

0
0
七
年
度
修
士
論
文
中
開
発
表
会
》

日
手呈

二
O
O
七
年
七
丹
二
十
一
日

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

南
二

O
二

-
J
聴
覚
障
害
者
が
抱
く
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
り
ン
グ
の
イ
メ

i
ジ
像
の
研
究

ー
探
索
的
因
子
分
摂
に
よ
る
モ
デ
ル
の
検
討
j

」

久
保
聴
之

(
M
2
)

-
「
不
登
校
キ
ャ
ン
プ
に
お
け
る
参
加
児
童
の
キ
ャ
ン
プ
参
加
回
数
と
そ
の

効
果
L

伊
東
秀
章

(
M
2
)

-
「
自
己
受
容
と
友
人
関
係
の
親
密
性
に
つ
い
て
j

大
学
生
と
中
学
生
の
比

較
か
ら
1
」

山
田
紘
子

(
M
2
)

-
「
自
己
没
入
傾
向
が
高
い
青
年
期
抑
う
つ
者
の
認
知
特
性
に
つ
い
て
L

小
山
秀
之

(
M
2
)

-
「
ひ
き
こ
も
り
本
入
グ
ル

i
プ
に
属
す
る
メ
ン
バ

i
の
社
会
参
加
過
程
に

関
す
る
考
察
」

松
永
尚
美

(
M
2
)

-
「
訪
問
ワ
ハ
ピ
ワ
テ

l
シ
ョ
ン
に
お
け
る
療
法
士
へ
の
祖
親
性
の
発
現
と

老
年
期
の
「
生
き
る
こ
と
の
賓
L

の
関
保
」

今
西
美
由
紀

(
M
2
)

-「
S
C
T
に
よ
る
高
齢
者
の
死
生
観
の
研
究
」

-
「
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
と
身
体
症
状
の
関
連
性
に
つ
い
て
」

学

(
M
2
)

石
野

三
井
敏
生

(
M
2
)

-
「
女
子
学
生
に
お
け
る
過
食
傾
向
と
怒
り
と
の
関
連
」
山
下
美
和

(
M
2
)

-
「
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
の
研
究
i
博
物

葉

報

館
に
お
け
る
教
育
活
動
の
視
点
か
ら
i
L

八
木
隆
明

(
M
2
)

-
「
青
少
年
が
有
債
の
教
育
サ
i
ビ
ス
を
利
用
す
る
意
義
に
つ
い
て
L

田
中
瑛
子

(
M
2
)

-
「
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
の
一
考
察
i
京
都
車
に
お
け
る
経
済
的
支
援
の

骨
折
を
も
と
に

1
」

-
「
臨
時
教
育
審
議
会
の
求
め
た
学
力
に
関
す
る
研
究
1
生
涯
学
習
体
制
の

宮
木
蔑
寿

(
M
2
)

視
点
か
ら
i
」

吉
長
仁
美

(
M
2
)

-
「
学
校
教
育
の
社
会
的
選
抜
機
能
に
お
け
る
措
量
的
不
平
等
に
つ
い
て
の

一
考
察
L

武
田
猪
久
生

(
M
2
)

-
「
青
年
期
に
お
け
る
対
入
ス
ト
レ
ス
場
面
で
の
心
理
的
距
離
の
と
り
方
に

豊
永
佳
子

(
M
2
)

・
「
医
療
現
場
に
お
汁
る
臨
床
心
理
士
の
専
門
牲
に
関
す
る
一
考
察
i
が
ん

つ
い
て
」

患
者
・
難
治
性
疾
患
患
者
に
関
わ
る
医
療
従
事
者
へ
の
ア
ン
ケ

i
ト
調

査
・
イ
ン
タ
ビ
ュ

i
調
査
を
通
し
て
i
L

丸
屋
か
お
り

(
M
2
)

-
「
大
学
生
の
職
業
選
択
に
お
け
る
意
思
決
定
と
読
の
イ
メ
ー
ジ
の
関
連
に

つ
い
て
」

辻

寛
子

(
M
2
)

-
「
シ
ュ
ナ
イ
タ

i
に
お
け
る
中
等
教
育
設
措
の
教
育
の
研
究
L

オt
オ対三

和
子

(
M
2
)

〈
学
会
発
表
〉

〈
日
本
心
身
重
学
会
近
畿
地
方
大
会
〉

日
程

二
C
O
七
年
二
月
二
十
三
日
i
二
十
四
日

五そ

ピ
ア
ザ
淡
海

八



-
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
百
的
と
し
た
集
団
コ
ラ

i
ジ
ュ
法
の
プ
ロ
セ
ス
の

分
析
i

複
譲
経
蕗
・
等
至
性
モ
デ
ル

(
T
E
M
)
に
よ
る
作
品
の
分

類

赤
国
太
郎

(
D
3
)

-
「
青
年
期
抑
う
つ
反
応
の
予
訪
に
関
す
る
一
考
察
l

畠
己
没
入
頬
向
が
高

い
抑
う
つ
者
の
認
知
に
関
す
る
研
究
L

小
山
秀
之

(
M
2
)
・
島
田

修
(
本
学
文
学
部
教
授
)

〈
関
西
社
会
福
祉
学
会
》

日
翠

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

二
0
0
七
年
三
月
四
日

-
「
介
護
福
祉
士
養
成
教
育
に
お
け
る
構
成
的
エ
ン
カ
ウ
ン
タ

i
-
グ
ル

i

ブ
の
教
育
的
効
果
に
つ
い
て
の
研
究
」

児
玉
龍
治

(
D
2
)

《
日
本
家
族
研
究
・
家
族
療
法
学
会

第
二
十
四
国
大
会
〉

日
程

二
O
O
七
年
五
月
二
十
五
日

於

龍
谷
大
学
深
草
学
舎

-
「
自
然
気
胸
を
き
っ
か
け
と
し
た
腹
痛
を
主
訴
と
す
る
男
子
高
校
生
の
不

登
校
事
例
l
シ
ス
テ
ム
ズ
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
母
親
面
接
i
」

赤
国
太
郎

(
D
3
)

〈
呂
本
家
族
心
理
学
会

第
二
十
四
回
大
会
V

日
程

於

立
正
大
学
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

二
O
O
七
年
六
月
十
七
百

-
「
親
子
関
係
と
友
人
関
係
の
違
い
か
ら
考
え
る
人
間
関
係
の
マ
ク
ロ
理
論

ー
入
間
関
係
の
水
準
を
示
唆
す
る
一
般
関
係
性
理
論
に
よ
る
心
理
臨
床

八

の
治
療
関
誌
の
一
考
察
i
L

赤
田
太
郎

(
D
3
)

〈
百
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
心
理
学
会

第
十
回
大
会
V

日
手呈

二
C
O
七
年
六
丹
三
十
5

於

九
州
大
学
西
新
プ
ラ
ザ

-
「
自
己
開
発
を
目
的
と
し
た
集
団
コ
ラ
ー
ジ
ュ
法
(
集
団
集
団
法
)
に
み

る
自
己
理
解
と
他
社
理
解
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
」

赤
田
太
郎

(
D
3
)

《
日
本
ブ
リ

i
フ
サ
イ
コ
セ
ラ
ピ

i
学
会

第
十
七
回
長
野
大
会
〉

日
程

於

信
州
大
学
教
育
学
部

二
O
O
七
年
八
月
二
十
六
日

-
「
治
療
者
が
夫
婦
問
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
受
け
取
る
か
に
つ
い

て
の
一
考
察
L

米
国
一
実

(
D
1
)

〈
百
本
社
会
教
育
学
会

第
五
十
四
回
研
究
大
会
》

ヨ
手呈

二
0
0
七
年
九
丹
八

5
1
十
日

於

東
京
農
工
大
学

-
「
企
業
に
お
汁
る
「
職
業
観
・
勤
労
観
」
に
関
す
る
研
究
」

i

人
事
採
用

担
当
者
と
男
女
若
子
社
員
を
対
象
と
し
た
調
査
か
ら
i小

野
憲

(
D
3
)
 

〈
E
本
教
育
心
理
学
会

第
四
十
九
回
総
会
〉

日
干呈

二
O
O
七
年
九
月
十
五
日

於

文
教
大
学
越
谷
大
学

-
「
教
育
の
質
的
差
異
に
お
け
る
宗
教
性
と
死
生
観
の
関
係
」



石
聖子

学
・
小
山
秀
之

(
M
2
)
・
島
田

接
(
文
学
部
教
授
)

-
「
青
年
期
持
う
つ
者
の
認
知
過
程
に
関
す
る
研
究
i

自
己
注
目
状
態
を
変

数
と
し
て
|
」

小
山
秀
之
・
石
野

学

(
M
2
)
・
美
濃
哲
郎
(
関
西
福
祉
科
学
大
学
説
教
授
)

〈
E
本
心
理
臨
床
学
会

第
二
十
六
回
大
会
〉

日
手呈

二
0
0
七
年
九
月
二
十
七
E

於

東
京
国
捺
フ
ォ
ー
ラ
ム

-
「
ラ
ポ

i
ル
の

2
面
性
に
関
す
る
一
考
察

i
認
知
可
詑
な
ラ
ポ

i
ル
と
認

知
不
可
能
な
ラ
ポ

i
ん
」

赤
田
太
郎

(
D
3
)

〈
論
文
〉

-
寸
ヤ
パ

i
ス
の
哲
学
と
教
育
学
の
関
で
二
叉
わ
り
の
教
育
学
の
ナ
ラ
ト
ロ

ジ

i
」

『
教
育
哲
学
研
究
』

(
E
本
教
育
哲
学
会
編
)
第
九
十
四
号

広
川
義
哲
(
研
究
生
)

-
「
遊
戯
療
法
に
お
け
る
ラ
ポ

i
ル
の
構
成
因
子
の
分
析
i
ラ
ポ

i
ル
測
定

尺
度
に
よ
る
治
療
者
の
ラ
ポ

i
ル
認
知
と
心
理
臨
床
に
基
づ
く
ラ
ポ

i

ル
の
乏
義
i
」

『
龍
谷
大
学
教
育
学
会
紀
要
』
第
五
号
(
二

0
0
六
)赤
田
太
郎

(
D
3
)

葉

報

国
史
学
専
攻

二
O
O
六
年
度
後
期

〈
研
究
発
表
例
会
V

-
第
十
二
百

十
月
十
一
自
(
水
)

渡
唐
天
神
説
話
成
立
前
後
の
禅
宗
と
地
域
社
会

十
月
二
十
日
(
金
)

-
第
十
三
回

『
葉
寵
』
の
思
想
と
そ
の
往
量
づ
け

十
一
月
八
日
(
水
)

-
第
十
四
国

畿
内
政
権
と
周
辺
地
域
の
群
集
墳

十
一
月
十
五

5
(
水
)

-
第
十
五
回

-
第
十
六
回

十
五
年
戦
争
期
の
中
自
に
お
け
る
従
軍
布
教

(
水
)

十
一
月
二
十
二
日

日
中
戦
争
期
に
お
け
る
日
本
兵
士
の
『
反
戦
』
運
動

-
第
十
七
回

あ
る
得
令
官
人

-
第
十
八
百

十
一
月
二
十
九
日

(
水
)

人
物
埴
輪
の
樹
立
と
そ
の
意
義

十
二
月
六
日
(
水
)

《
研
究
会
・
輪
読
会
〉

古
代
史
料
輪
読
会

中
世
史
研
究
会

近
世
史
料
輪
読
会

踊
遅
金
曜
日
六
講
持
よ
り

月
一
回
躍
日
時
間
不
定

担
当

隔
連
木
曜
日
四
講
時
ょ
っ

芳
葎

元
(
M
2
)

内
田
紀
子

(
M
Z
)

本
許
守

(
M
2
)

寺
戸
高
睦

(
M
2
)

磯
崎

、丘二

ユ己
j酉

啓

(
M
2
)

豊
(
M
M
2
)

粟
村
恭
岳

(
M
2
)

担
当

担
当
長
谷
部
寿
彦

(
D
2
)

造
酒
豊

(
M
2
)

高
山
嘉
明

(
D
2
)

八



近
代
史
研
究
会

担
当

木
下
和
子

(
D
2
)

曜
日
時
間
不
定

古
文
書
研
究
会

毎
遅
火
曜
5
五
講
時
よ
り
担
当

詞
村
喜
史
(
文
学
部
助
教
授
)

〈
考
古
学
研
究
室
活
動
V

ロ
考
古
学
研
究
室
遺
跡
見
学
会

-
六
月
十
八
日
(
日
)

大
和
(
奈
良
県
天
理
市
)

-
十
月
十
五
日
(
日
)

上
町
台
地
(
大
阪
府
大
阪
市
)

己
龍
谷
大
学
考
主
学
談
話
会

・
第
三
十
九
回
龍
谷
大
学
考
古
学
談
話
会

十
月
二
十
二
日
(
日
)

人
物
埴
輪
の
樹
立
と
そ
の
意
義

粟
村
恭
岳

(
M
M
2
)

年
輪
年
代
溺
定
と
初
期
須
恵
器

杉
本

宏
(
宇
治
市
教
育
委
員
会
)

い
わ
ゆ
る
「
生
駒
酉
麓
産
」
拾
土
の
解
釈
の
一
一
視
点

堀

真
入
(
議
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
)

-
第
四
十
回
龍
谷
大
学
考
古
学
談
話
会

十
二
月
十
E
(
E
)

今
夏
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
旅

岡
崎
晋
明
(
本
学
文
学
部
教
授
)

特
殊
器
台
・
壷
か
ら
み
た
吉
錆
社
会

北
井
利
幸

(
D
3
・
尼
崎
市
立
田
能
資
料
館
嘱
託
)

須
車
器
編
年
の
限
界
と
展
望

植
田
隆
司
(
大
阪
狭
山
市
教
育
委
員
会
)

己
研
究
会
・
輪
読
会

-
考
古
学
研
究
会

(
1
)

担
当

-
考
古
学
研
究
会

(
2
)

一
八
四

毎
遠
火
曜
自
午
後
七
時
j

九
時

北
井
利
幸

(
D
3
・
足
崎
市
立
田
詑
資
料
館
嘱
託
)

毎
週
金
曜
日
午
後
七
時
よ
り

粟
村
恭
岳

(
M
2
)
・
今
西
康
宏

(
M
2
)

担
当

口
『
国
史
学
研
削
究
』
第
三
十
号
(
二

O
O
七
年
三
丹
発
行
)

二
O
O
七
年
度
前
期

〈
研
究
発
表
例
会
〉

-
第
一
回

六
月
一
日
(
金
)

原
田
宏
美

(
M
1
)

生
麦
事
件
・
薩
英
戦
争
に
つ
い
て

-
第
二
回

六
月
十
五
日
(
金
)

飛
騨
安
永
法
論
|
「
得
タ
ル
」
浄
明
の
思
想
に
つ
い
て
|三

鳴

信

(
M
2
)

-
第
三
回

六
月
二
十
二
日
(
金
)

穴
堀
浩
喜

(
M
1
)

御
成
敗
式
自
に
見
る
幕
時
・
御
家
人

-
第
四
国

七
月
六
日
(
金
)

A
口
を
中
心
に
i

戦
国
期
に
お
け
る
紀
伊
国
一
向
宗
に
つ
い
て
i

天
正
期
本
願
寺
・
毛
利
氏
連

池
田
明
弘

(
M
2
)

〈
研
究
会
・
輪
読
会
〉

古
代
史
輪
読
会

毎
月
第
三
土
曜
日
午
後
五
時
よ
り
担
当

造
酒
豊

(
M
3
)



中
世
史
研
究
会

毎
号
第
二
火
曜
日
三
講
時

近
世
史
料
輪
読
会

踊
週
火
曜
日
五
講
持
よ
り

近
代
史
研
究
会

曜
日
時
間
不
定

古
文
書
研
究
会

善
通
金
曜
百
五
講
時
よ
れ
ソ

担
当

〈
考
古
学
研
究
室
活
動
〉

口
考
古
学
研
究
室
遺
跡
見
学
会

-
向
日
丘
設
の
遺
跡
を
巡
る
i
向
日
の
首
長
系
譜
1

日
時

担
当

岸
田
裕
之
(
文
学
部
教
授
)

担
当

高
山
嘉
明

(
D
3
)

f豆
当

木
下
和
子

(
D
3
)

同
村
喜
史
(
文
学
部
准
教
授
)

場
戸斥

京
都
庭
向
日
市

二
O
O
七
年
五
月
十
三
日
(
日
)
十
時
l
十
七
時

参
加
者

十

人一

口
龍
谷
大
学
考
古
学
談
話
会

第
四
十
一
回

龍
谷
大
学
考
古
学
談
話
会

二
O
O
七
年
六
月
十
日

(
E
)
十
三
時
三
十
分
1
十
七
時

5 
5寺

場
所

大
宮
学
舎
南
豊
南
一

O
四
室

発
表「
兵
庫
渠
高
砂
市
南
誌
陀
十
五
号
墳
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
L

今
西
康
宏

(
M
2
)

葉

事長

「
時
光
寺
古
墳
発
掘
讃
査
報
告
L

真
鍋
貴
匡

(
L
4
)
・
谷
崎
仁
美

(
L
3
)

木
許
守

(
D
1
)

「
畿
内
政
権
と
関
辺
地
域
の
群
集
墳
」

参
加
者

四
十
四
人

ロ
兵
庫
県
高
砂
市

時
光
寺
吉
墳
第
五
次
発
掘
調
査

期
間

二
O
O
七
年
七
丹
十
七
日

1
入
丹
三
十
日

場
所

兵
庫
県
高
砂
市

参
加
者

十
七
人

日
研
究
会
・
輪
読
会

弥
生
文
花
の
研
究

毎
遺
火
曜
日
午
後
七
時
i
九
時f旦当

中
期
古
墳
の
研
究

毎
週
金
曜
日
午
後
七
時
i
九
時
ま旦
当

東
洋
史
学
専
攻

二
0
0
六
年
度
後
期

〈
学
部
生
萌
究
発
表
例
会
V

花
井
利
幸

(
D
4
)

今
西
農
宏
(
祇

2
)

於

大
宮
学
舎
西
豊
二
階
東
洋
史
学
合
同
研
究
室

第
一
回

十
丹
二
十
七
日
(
金
)

-
元
代
中
期
の
キ
プ
チ
ャ
ク
軍
国
研
究
i

持
に
武
宗
・
仁
宗
・
英
宗
期
(
一

山
本
真
弘

(
L
4
)

三
O
七
1
一
二
三
三
)
を
中
山
む
に
|

一
八
五



第
二
回

十
丹
三
十
一
日
(
火
)

-
鄭
氏
台
湾
の
統
治
政
策
に
つ
い
て
i
オ
ラ
ン
ダ
支
配
期
と
比
較
し
て
i

長
己
真
也

(
L
4
)

第
三
回

十
一
足
一
一
日
(
水
)

-
反
乱
か
ら
見
た
パ
グ
ダ

i
ド
建
設

十
一
月
二
日

(
木
)

第
四
回
-
市
鶴
可
か
ら
み
る
日
宋
貿
易

第
五
回
-
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
軍
事
機
構

十
一
月
二
十
五
日
(
金
)

-
雲
南
に
お
け
る
洋
務
運
動
と
土
可

日
時
〈
第
三
十
回
研
究
大
会
〉

十
二
月
八
日

(
金
)
午
後
一
時
十
五
分
よ
れ
ソ

研
究
発
表

e

「夏
L

と
「
諸
夏
L

に
つ
い
て

-
満
漢
桔
案
利
用
に
よ
る
吉
報
北
辺
の
よ
p
儲
研
究

-
明
末
に
於
け
る
関
認
の
治
河
顕
霊

講
師

文
学
部
特
別
講
義
の
部

藤
本
幸
夫
先
生
(
富
山
大
学
教
授
)

演
題

朝
鮮
の
出
販
文
化

於

本
田
洋
子

(
L
4
)

オミ
フf<JK

誌
苗

(
L
4
)

篠
崎
頼
亮

(
L
4
)

望
月
直
人

(
L
4
)

大
宮
学
舎
本
館
二
階
講
堂

深
山
正
俊

(
M
2
)

斎
藤
秀
知

(
M
2
)

朝
山
明
彦

(
D
5
)

一
八
六

二
O
O
七
年
度
前
期

〈
第
三
十
一
回
総
会
〉

日
E寺

六
月
十
五
日
(
金
)
午
後
一
時
半
よ

9

於

大
宮
学
舎
一
清
和
館
三
階
ホ

i
ル

記
念
講
演

講
師

小
南
一
郎
先
生
(
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
本
学
教
授
)

演
題

社
の
祭
斑
と
そ
の
機
能

〈
輪
読
会
の
運
営
》

-
初
級
・
中
級
漢
文
輪
読
会毎
週
木
曜
E

二
講
時
及
び
西
講
時
(
同
内
容
)

テ
キ
ス
ト
『
論
語
義
麗
』

責
イ壬
者

池
田
特
則

(
D
1
)

-
そ
の
他
の
漢
文
輪
読
会

テ
キ
ス
ト

先
秦
史
料
↓
詳
し
く
辻
要
相
談毎
週
木
曜
日

午
後
三
時
よ
り

責
任
者

石
本
利
宏

(
D
2
)

テ
キ
ス
ト
『
説
書
』
(
巻
二

太
担
道
武
寺
本
紀
)

基
週
木
曜
日

責
任
者

午
後
三
時
よ
り

赤
羽
奈
津
子

(
D
3
)

テ
キ
ス
ト
『
史
記
』
(
巻
一
二
九

貨
殖
列
伝
)

毎
週
木
曜
日

午
前
十
一
時
ょ
っ



責
在
者

佐
伯
光
祥

(
D
5
)

劉
議
太
史
慈
土
愛
伝
)

午
後
四
時
匝
十
五
分
よ
り

朝
山
明
玄

(
D
6
)

毎
週
水
曜
日
午
後
三
時
よ
り

大
島
勝
俊

(
D
8
)

日
時
要
相
談

テ
キ
ス
ト
コ
二
国
志
』
(
巻
四
九
毎
道
水
曜
日
実
在
者

テ
キ
ス
ト
『
宋
史
紀
事
本
末
ι

等

責
任
者

-
チ
ベ
ッ
ト
語
輪
読
会

責
任
者

-
学
部
生
対
象
欧
文
文
献
輪
読
会

毎
週
金
曜
日

責
任
者

-
学
部
生
対
象
ド
イ
ツ
語
文
献
輪
読
会

責
任
者

-
ベ
ル
シ
ア
語
輪
読
会

大
西
啓
司

(
D
3
)

午
後
七
時
よ
り

宮
本
亮
一

(
D
3
)
 

日
時
要
椙
談

八
木
春
樹

(
D
2
)

ヨ
呈
要
ロ
口
実

I
l
手
守
3
H
J
3
4
か
1
ニ

責
任
者

村
両
信
(
本
学
文
学
部
教
授
)

日
程
未
定

-
ペ
ル
シ
ャ
語
中
級
輪
読
会

責
在
者

-
現
代
ト
ル
コ
語
初
級
輪
読
会

責
任
者

-
チ
ャ
ガ
タ
イ
什
リ
ト
ル
コ
語
入
門
輪
読
会
責
任
者

4主
芳正

幸量

土
星
和
臭
(
賛
助
会
員
)

日
程
未
定

土
屋
和
泉
(
賛
助
会
員
)

日
程
未
定

土
星
和
良
(
賛
助
会
員
)

日
本
語
日
本
文
学
専
攻

〈
日
本
近
世
文
学
会

平
成
十
八
年
度
秋
季
大
会
》

日
程

二
O
O
六
年
十
一
月
五
日
(
日
)

於

・
京
都
経
師
の
出
版
活
動

静
再
渠
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
l
ツ
セ
ン
タ
ー

万
波
寿
子

(
D
3
)

〈
日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部

二
O
O
七
年
度
春
季
大
会
〉

B 
謹

二
O
O
七
年
六
月
九

E
(
土
)於
大
阪
大
学
大
学
教
育
実
践
セ
ン
タ

i

-
蒼
井
雄
『
船
富
家
の
穆
麟
』
の
時
刻
表
ト
リ
ッ
ク

浦
谷
一
一
弘

(
D
3
)

〈
中
世
文
審
議
話
会
〉

日
程

二
O
O
七
年
六
月
十
七
日

(
日
)

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
北
豊
一

O
一
教
室

吉
田

唯

(
M
2
)

-
南
都
常
の
動
き
と
後
醍
醗
天
皇

-
『
義
経
記
』
に
お
け
る
佐
藤
忠
信
|
鎌
田
正
清
と
の
関
穏
か
ら
|

勝
亦
智
之

(
D
3
)

〈
関
西
軍
記
物
語
研
究
会

第
六
十
回
例
会
〉

日
程

二
O
O
七
年
七
丹
十
六
日
(
丹
)
於

ペ
ン
シ
ョ
ン
と
と
フ
ァ
ミ
リ
ー

-
『
義
経
記
』
に
お
け
る
佐
藤
忠
信
i
鎌
田
正
清
と
の
関
係
か
ら
i

勝
亦
智
之

(
D
3
)

一
八
七



〈二

0
0
七
年
度
日
本
語
B
本
文
学
専
攻
合
同
研
究
発
表
会
〉

日
手口
i呈

二
O
O
七
年
七
月
二
十
八
日

(
土
)
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
北
豊
二

O
二
教
室

「
猫
間
L

於

-
『
平
{
薬
物
語
』

の
本
曽
義
悼
の
考
察

i
覚
一
本
平
家
物
語
の

章
段
の
生
成
l

-
『
愛
染
王
紹
隆
記
』
考

二七
仁3

田

斉
藤
美
津
子

(
M
3
)

唯

(
M
2
)

-
菊
屋
喜
兵
荷
の
研
究

足
立
賀
奈
子

(
M
2
)

-
桔
原
屋
吉
右
衛
門
の
出
販
活
動

徳
井
文
香

(
M
2
)

英
語
英
米
文
学
専
攻

二
0
0
六
年
度
(
後
期
)

〈
研
究
発
表
会
〉

日
程

(
土
)
午
後
二
時
!
五
時

於

清
和
館

九
月
十
六
日

3
F
 

昨
日
。
〉

2
0己己

主同

-
〉
門

H
4
2
2
2
0
5
2戸
Z
M
W
H
E
h
c
E
5
2乱
。
三
日
C
D
一
〉
月
三
月
出
〈

mHH討
中
、
H
，
F
2
5
E

...... 
左うf

(
D
I
)
 

二
O
O
七
年
度
(
前
期
)

〈
第
一
回
談
話
会
〉

日
程

午
前
十
時
西
十
五
分
i

十
二
時
半

四
月
十
六
日

(
月
)

主そ

英
語
英
米
文
学
同
研
究
室

-
~
一
九
三
守
合
忌
に
お
け
る
イ
メ
ジ
ャ
リ
ー
に
つ
い
て
の
考
察
小
林
さ
っ
き

(
M
1
)

-
文
一
副
読
に
つ
い
て

一
八
八

-
宅
宮
山
門

Z
F。
z
z
z
g
m
F
f
t句
作
君
。
。
口
。
。
号
め
の
己

S 中
野
太
加
志

(
M
1
)

グ〉

十

5
℃
山
守
山
口
門
戸
吾

mw
己
(
)
君
主
H
K
N

己
主
契
0
0
5
E
Z
5
2
Z己

藤
本
蘇
記

(
M
I
)

-
冨
m
弓

M12E-3
正、h
h
b
q
h
h
b
q
h山一吋
h
h
v
q
ミ
M
2
F
内
足
。
与
さ

(
資
料
提
出
の
み
)

可
さ
さ
ね
N
p
n
s
に
お
げ
る
創
造
と
破
壊
の
苦
し
み
に
つ
い
て

浅
尾
程
二

(
M
l
)

〈
第
二
回
談
話
会
〉

日
程

七
月
十
三
日

(
金
)

午
後
三
時
l

五
時

-
『
云
戸
ー
〉

英
語
論
文
の
子
引
き
(
第
4
版)』

図
書
詰
の
利
用
法
、
予
備
文
献
リ
ス
ト
の
作
成

手
島
長
次

(
M
3
)

℃日)・
H
C
i
ω
c

-
『
三
円
〉

英
語
論
文
の
手
引
き
(
第
4
版)』

℃日)・
ω
]
{
!
日一山

盗
沼

-『豆
H
k
h
〉

英
語
論
文
の
子
引
き
(
第
4
版)』

℃
℃
・
山
一
山
i
、九日

ス
ペ
リ
ン
グ
、
句
読
法

於

英
語
英
米
文
学
問
研
究
室

の
読
み
合
わ
せ

の
読
み
A
口
わ
せ

藤
本
麻
記

(
M
1
)

の
読
み
合
わ
せ

龍
口
華
慧

(
M
2
)


